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設計メモ

品格と信頼感を表現

施工メモ

塩害によるコンクリ劣化対策に留意

設計東畑建築事務所　　建築施工若築建設

名瀬第二地方合同庁舎完成

彩
度
を
抑
え
豊
か
な
奄
美
の
自
然
に
調
和

（７） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）１１月１５日　（金曜日） 【特　集】

▷工事名称名瀬第２合同庁舎（Ｒ４）
建築その他工事、同電気設備工事、
同機械設備工事

▷所在地鹿児島県奄美市名瀬矢之脇
町１
▷発注者国土交通省九州地方整備局
▷設計株式会社東畑建築事務所
▷工事監理株式会社徳留設計事務所
▷施工若築建設株式会社（建築）、
東邦電気工業株式会社（電気）、隈

元冷熱工業株式会社（機械）
▷工期年月年月（建築
工事）、年４月―年月（電気
・機械工事）
▷構造・規模ＲＣ造６階建て
▷延べ面積約，平方㍍
▷建築面積約平方㍍
▷入居官署鹿児島財務事務所名瀬出
張所、奄美海上保安部、名瀬測候所

エントランスホール

工事中の仮囲いには地元小学生の絵画を展示
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名
瀬
港
近
く
に
点
在
し
て
い
た
鹿
児

島
財
務
事
務
所
名
瀬
出
張
所

奄
美
海

上
保
安
部
お
よ
び
鹿
児
島
地
方
気
象
台

名
瀬
測
候
所
は

全
て
著
し
く
老
朽
化

し
て
い
た
こ
と
に
加
え

防
災
拠
点
と

し
て
の
耐
震
性
能
不
足

業
務
用
設
備

の
不
備
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
既
存
施
設
に
問

題
を
抱
え
て
お
り

合
同
庁
舎
と
し
て

一
体
に
建
て
替
え
る
必
要
性
が
高
ま


て
い
ま
し
た


　
こ
れ
を
背
景
と
し
て

２
０
１
５
年

度

九
州
財
務
局

奄
美
市
お
よ
び
九

州
地
方
整
備
局
の
間
で

名
瀬
港
本
港

地
区
︵
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
︶
な
ど
に

お
け
る
国
公
有
財
産
の
最
適
利
用
に
関

す
る
協
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た


年

度
に
は

同
地
区
内
で
の
予
定
敷
地
が

固
ま
る
と
と
も
に

津
波
避
難
ビ
ル
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
の
要
望
が
鹿
児
島
県
奄
美
市
か
ら

な
さ
れ

翌

年
度
の
事
業
着
手
に
つ

な
が
り
ま
し
た


　
以
降

　

奄
美
市
景
観
条
例
施
行
前

か
ら
奄
美
市
と
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
調

整
を
行
う
な
ど
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
先
導
す
る
事
例
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が

　

こ

の
た
び

設
計
・
工
事
各
事
業
者
の
ご

尽
力
に
よ
り
ま
し
て

　

無
事
故
で
新

庁
舎
の
完
成
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た


　
工
事
に
携
わ

た
全
て
の
技
術
者
・

技
能
者

奄
美
市
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
の
方
々
へ
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に

名
瀬
第
二
地
方
合
同
庁
舎
が

国
の
防
災
拠
点
と
し
て
末
永
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す


　本敷地は、名瀬港の防災拠点機能の強化および中心市
街地整備と連携した広域的なまちづくりを図ることを目
的として整備された名瀬港本港地区（マリンタウン地区）
に位置します。海の玄関口である名瀬港と中心市街地を
結ぶ役割を担うエリアに建つ庁舎として、名瀬のまちに
一体感を創出するマリンタウン地区のまちづくりを先導
する施設を目指しました。
　本庁舎は、入居官署の効率的かつ快適な執務環境を実
現するとともに、津波避難ビルとしての機能を持たせて
います。災害時に活動拠点となる主要室を津波浸水深以
上のフロアに配置することで、津波発生時にも施設機能
維持を可能にするとともに、内部の階段を開放すること
で屋上への一時避難を可能とし、市民の命を守る役割を
持っています。
　外観は、コンクリート打ち放しの柱や梁・庇を表出さ
せ、深い陰影をつくり重量感を持たせることで、公共施
設としての品格と津波避難ビルとしての信頼感を表現し
ました。また、彩度を落とし自然の色を引き立たせる色
彩とすることで、豊かな自然に包まれる地域景観への調
和を図っています。
　敷地境界部には囲障を設けず植栽等で区画することで
まちに開くとともに、マリンタウン地区の緑地公園や街
路樹が並ぶ臨港道路の緑が連続する沿道空間との緑の連
続性を考慮した植栽計画により、まちとの調和を図りま
した。安心・安全のシンボルとして地域を見守りながら、
マリンタウン地区ひいては名瀬のまち全体へと地域景観
へ配慮したまちづくりを先導する施設となることを期待
しています。　　　　株式会社東畑建築事務所

九州オフィス副代表　八尋　浩平
　技師　佐藤　瑞記
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︶
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そ
の
他
工
事
は

２
０
２
２
年

月
末

に
契
約
し

年
１
月
よ
り
解
体
工
事


同
年
３
月
よ
り
庁
舎
の
基
礎
工
事
に
着

手
し
ま
し
た

そ
し
て


カ
月
の
工

事
期
間
を
経
て

今
年

月

日
に
無

事

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
奄
美
群
島
は

台
風
の
発
生
か
ら
通

過
ま
で
の
時
間
が
早
い
た
め

事
前
対

策
が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
を
想
定
し

た
仮
設
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す

仮
囲

い
の
高
さ
は
風
の
影
響
を
考
慮
し
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当

初
計
画
の
３

か
ら
２

と
低
く
し


足
場
は
壁
つ
な
ぎ
を
全
て
１
ス
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に

し
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固
な
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に
し
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

　
そ
の
仮
囲
い
に
は

建
設
現
場
の
イ

メ

ジ
を
明
る
く
し
よ
う
と
い
う
思
い

で

名
瀬
地
区
の
３
小
学
校
の
協
力
を

得
て
絵
画
を
展
示

隣
に
は
施
設
概
要

の
ポ
ス
タ

を
展
示
し
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当
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設
が
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波
避
難
ビ
ル
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あ
る
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と
を
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
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も

ら
う
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に
な
り
ま
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た


　
施
工
に
当
た

て
は

敷
地
が
名
瀬

港
に
隣
接
し
て
い
る
た
め

特
に
塩
害

に
よ
る
コ
ン
ク
リ

ト
の
劣
化
対
策
に

留
意
し
ま
し
た

鉄
筋
の
か
ぶ
り
の
確

保
や

緻
密
な
コ
ン
ク
リ

ト
を
得
る

た
め
の
打
設
計
画
を
行
い

打
設
後
は

型
枠
保
温
保
水
養
生
気
泡
緩
衝
シ

ト

に
よ
り

品
質
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と
﹁
美
し
い
コ

ン
ク
リ

ト
﹂
に
な
る
よ
う
努
め
ま
し

た

庁
舎
の
最
上
階
に
設
置
す
る
測
風

塔
は

高
さ
８

と
規
模
が
大
き
く
構

造
が
複
雑
だ

た
た
め

安
全
や
品
質

に
考
慮
し
地
組
に
よ
る
建
方
と
し
ク
レ


ン
で
据
え
付
け

ま
た

世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄
美
の
自
然
を
守

る
た
め

排
水
作
業
に
は
毎
日

目
を

光
ら
せ
検
査
・
管
理
し
ま
し
た

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携
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
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九
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備
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皆
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ま
の
ご
指

導

ご
支
援

工
事
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完
遂
し
た
現
場

ス
タ

フ

そ
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

た
奄
美
大
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の
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す

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術
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幸
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武道場 共用会議室

　国土交通省九州地方整備局が鹿児島県奄美市で建設を進めていた「名瀬
第二地方合同庁舎」が完成した。名瀬港と中心市街地を結ぶマリンタウン
地区に位置し、地域防災の拠点として地域の安心・安全を確保するととも
に、地域景観に配慮したまちづくりの先導役を担う。設計を担当した東畑
建築事務所は、彩度を抑えて豊かな奄美の自然に調和したデザインを実現。
若築建設など施工各社も協力会社と一体となって、安全対策はもとより、
世界自然遺産の奄美の環境保全、塩害対策に細心の注意を払い、高品質の
庁舎を完成させ、関係者の期待に応えた。


